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　２０歳のみなさん、御成人おめでとうございます。

　今年は新しい門出の年です。これまであなたが培

ってこられた頭脳と体力を、社会に向けて発揮され

るときです。そして、あなた自身の未来をきりひら

いて行ってください。わたしたちは、次代を担う老

いみなさんに熱い期待をしています。

　１月15日の成人の日、４６５名の若人が壬生中央

公民館に集い、成人式が行われました。華やいだ雰

囲気の中でみなさん輝いていました。
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名誉町民の佐藤正幸氏

(前町長)が逝去されました
つつしんでご冥福をお祈り申し上げます

　
今
日
の
壬
生
町
隆
盛
の
基
礎
確
立

に
心
胆
を
砕
か
れ
、
町
発
展
に
大
き

な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
名
誉
町
民

の
佐
藤
正
幸
氏
（
前
町
長
）
が
、
去

る
一
月
三
十
一
日
、
安
塚
の
自
宅
に

お
い
て
八
十
三
歳
の
天
寿
を
全
う
し

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
氏
は
、
昭
和
二
十
二
年
か
ら

二
十
六
年
ま
で
南
犬
飼
村
長
と
し
て

在
職
さ
れ
、
終
戦
を
契
機
に
大
き
な

転
換
が
行
わ
れ
た
時
期
に
あ
っ
て
、

そ
の
難
局
に
良
く
対
処
し
民
生
の
安

定
に
努
力
を
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

六
二
二
割
施
行
に
よ
る
中
学
校
建
設

で
は
、
ご
自
身
の
所
有
地
を
学
校
用

地
と
し
て
寄
付
さ
れ
る
な
ど
、
新
制

中
学
校
建
設
事
業
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
昭
和
二
Ｉ
一
七
年
に
は
寄

付
に
よ
り
紺
綬
褒
章
を
授
与
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
町
村
合
併
の
前

後
を
通
し
教
育
委
員
と
し
て
も
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
在
任
中
の
昭
和
五
十
五
年
の

第
三
十
五
回
栃
の
葉
国
体
で
は
、
本

町
に
銃
剣
道
競
技
を
開
催
さ
せ
て
町

民
の
ス
ポ
ー
ツ
高
揚
と
対
外
的
な
町

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
意
義
あ
る
成

果
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
十

数
年
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
壬
生
中
学

校
と
稲
葉
中
学
校
の
統
合
建
設
に
対

し
て
も
大
局
的
な
立
場
に
た
っ
た
学

校
建
設
を
目
指
し
、
昭
和
五
十
六
年

四
月
、
県
内
屈
指
の
校
舎
と
運
動
場

を
持
つ
壬
生
中
を
開
校
さ
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
、
上

下
水
道
拡
張
整
備
、
大
規
模
圃
場
整

備
、
あ
る
い
は
史
蹟
公
園
整
備
、
町

史
編
さ
ん
事
業
、
住
居
表
示
事
業
な

ど
、
意
欲
的
に
諸
施
策
を
推
進
し
終

始
本
町
発
展
の
た
め
尽
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
地
方
裁
判
所
の
調
停

委
員
を
長
年
に
わ
た
り
活
躍
、
昭
和

四
ナ
五
年
に
宇
都
宮
地
方
裁
判
所
長

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

壬
生
町
農
協
組
合
長
、
県
共
済
農
業

協
同
組
合
連
合
会
長
、
全
国
農
業
協

同
組
合
中
央
会
監
事
な
ど
を
歴
任
し
、

昭
和
三
十
九
年
に
産
業
功
労
者
と
し

て
県
知
事
表
彰
、
昭
和
四
十
五
年
に

は
農
協
功
労
者
と
し
て
全
国
農
協
中

央
会
々
長
表
彰
、
同
年
農
協
運
動
指

導
者
と
し
て
の
功
績
に
よ
り
藍
綬
褒

章
授
与
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
同
氏
の
町
発
展
に
尽
さ

れ
た
数
々
の
功
績
に
対
し
、
昭
和
六

十
一
年
十
一
月
五
日
の
顕
彰
式
に
お

い
て
、
名
誉
町
民
の
称
号
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
故
佐
藤
正
幸
氏
の
あ
り
し
日
の
面

影
を
し
の
び
な
が
ら
、
輝
か
し
い
功

績
を
称
え
、
泉
下
で
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

｜§ａぼ泗自涼ﾖ８回[庖回白白詞]９

壬生町名誉町民、前壬生町長

前壬生町農業協同組合長故佐藤正幸先生

　壬生町名誉町民・前壬生町長・前壬生町農業協同組合長の佐藤

正幸先生は、１月31日逝去されました。

　ここに生前のご厚誼を深謝し、謹んでお知らせ申し上げますと

共に町及び農業協同組合を挙げて追↑卓の誠を捧げるため、合同葬

を執り行います。

１．日　　時　　３月４日（日）午後１時30分より

２．場　　所　　壬生町体育館

　なお、誠に勝手ながらご香典、ご供物、ご供花の儀はご辞退申

　し上げます。

　　　　葬儀委員長　壬　生　町　長袖井章三

　　　　葬儀副委員長　壬生町議会議長　築島庄左ヱ門

　　　　　　り　　　　　壬生町農業協同組合長　大粟丹波

゛心／
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